
このテキストを使ってハンセン病問題の

生徒たちに「ハンセン病問題の本質を伝える」ことです。

啓発を行う皆さまへ
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このテキストの目的 気をつけておきたいこと

このテキストの特徴

学校教育の中で「総合的な学習の時間」が取り入れら

れて、国際平和や人権、環境などの学習が進められて

います。ハンセン病問題は、人権に関する学習のなか

で取り上げていただくのに適した題材といえます。

ハンセン病問題は、決して過去のことではありません。

1,000名以上の方が社会復帰されていますが、今で

も１，004名（令和3年5月1日現在）の入所者が療養

所で暮らしています。ハンセン病に対する国民の関心

を喚起し、正しい理解の促進と入所者・社会復帰者や

その家族が偏見・差別を感じることがなくなるよう、さ

らなる啓発をする必要があります。

ハンセン病問題は、誰にとっても「無関係」なのでは

ありません。偏見や差別のない社会を実現するため

に、このテーマを通して生徒たちと共に話し合い、共生

のための行動を始めるきっかけとして使って頂ければ

幸いです。

ハンセン病に関わる人たちが置かれている現状を考えましょう。

ハンセン病問題は、私たちが疾患について理解するだけでは

解決しません。社会復帰した人のなかには、病気のことを

家族に話していない人も大勢います。国家賠償訴訟におい

て国の責任が認められ、国の対策が進んだからといって、す

べてが克服されたというわけではないのです。入所者、社会

復帰者やその家族が置かれている状況はさまざまですが、

今なお世間の目を恐れて暮らしている人も多いのです。その

ことを理解したうえで、いま自分たちに何ができるのかを

考えさせることが大切です。

生徒たちと共に考え、行動するきっかけを作ってください。

教材としてのこのテキストの特徴は、第1に、「テキス

ト解説形式」をとっていることです。生徒たちが見て

いるテキストと同じページを見ながら、生徒たちと同じ

目線から授業を展開できると考えました。

第2に、「提示されている内容は、厚生労働省を中心

とする国の機関の見解だけでなく、国立ハンセン病

療養所入所者や社会復帰者の体験などを基礎にして

いる」ことです。ハンセン病問題は関係者の置かれて

いる立場によって様々な意見があるため、多方面で

確認された事柄が土台となっています。

第3に、「総括的な内容である」ことです。このテキスト

ではハンセン病の基本的な情報を紹介していますが、

その本質は社会の偏見や差別といった、人間の生活

全般に関わる問題です。そこで個々のテーマを取り上

げながら、偏見と差別について考えられるような構成

になっています。

第1部　テキスト解説編
　　　　1. ハンセン病の基本情報

　　　　2. ハンセン病と人権について

　　　　3. この授業で教えるべきことは何か

第2部　資料編
　　　　1. 歴史からみたハンセン病

　　　　2. 医学からみたハンセン病

　　　　3. ハンセン病問題のポイント

　　　　4. ハンセン病問題を全面解決するために

　　　　5. ハンセン病に対する理解を深めるために

　　　　6. ハンセン病データ源
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